



























































































































































































当然の帰結 個人的判断 言い換え 予想・評価
明示的根拠 ○例文（10） ○例文（12） ○例文（16） ○例文（18）
暗示的根拠 ○例文（11） ○例文（13） ○例文（17） ○
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６７－７５
76-85
57-66
2８－３７
86-95
9６－１０５
１－１０
４２－５１
5６－６５
3２－４１
渡部倫子
三国純子ら
松|崎寛ら
ソルヴァン.
ハリーら
平塚真理ら
加藤稔人
島田めぐみ
庄司恵雄ら
菅谷奈津恵
菊岡由夏
日本語学習者の発話に対する日本語母語話者の評価一共分
散構造分析による評価基準の解明一
聴解における語彙知識の量的側面が内容理解に及ぼす影響
－読解との比較から－
アクセントの体系的教育を目的とした音声評価研究
｢と」「ば」「たら」「なら」再考
漢字学習における漢字辞書使用の効果一非漢字圏初級学習
者を対象に－
中国語母語話者による日本語の漢語習得一他言語話者との
習得過程の違い－
日本語聴解テストにおいて難易度に影響を与える要因
大規模口頭能力試験における分析的評価の試み
文法テストによる日本語学習者のアスペクト習得研究一Ｌ
1の役割の検討一
第二言語の教室における相互行為一mfavorite
まわし,，という現象を通して－ ｐ
hraseの使い
日
本
語
の
研
究
１
２
３
４
５
６
７
８
９
1０
2００６
2００５
2００５
2００５
2００５
2００５
2００５
2００５
2００６
2００５
２巻
1号
１巻
３号
１巻
３号
１巻
3号
1巻
3号
1巻
3号
1巻
3号
1巻
3号
２巻
1号
１巻
3号
32-46
77-89
４７－５８
1７４－１８２
1－１５
1０８－１１９
６１－７５
18-30
1-14
３２－４５
川野靖子
日高水穂
青木博史
小林賢次
大堀寿夫
ハイコ.
ナロック
三宅知宏
金水敏
内丸裕佳子
渋谷勝己
現代日本語における位置変化構文と状態変化構文の交替現
象一格成分の対応の仕方一
方言における文法化一東北方言の文法化の地域差をめぐっ
て－
複文における名詞節の歴史
条件表現史に見る文法化の過程
日本語の文法化研究にあたって－概観と理論的課題一
日本語の文法化の形態論的側面
現代日本語における文法化一内容語と機能語の連続性をめ
ぐって－
日本語敬語の文法化と意味変化
動詞のテ形を伴う節の統語構造について－付加構造と等位
構造との対立を中心に－
日本語可能形式に見る文法化の諸相
日
本
近
代
文
学
１
２
３
４
５
６
７
８
９
1０
２００４
第
、
集
1－１５
３３－４７
48-62
６３－７８
79-94
９５－１１０
111-124
1２５－１３９
1４１－１５６
1５７－１７２
生方智子
永井敦子
田中絵美利
村瀬甲治
名木橋忠大
高橋孝次
野田康文
小嶋洋輔
孫軍悦
内海紀子
表象するく青年＞たち－『三四郎』『青年』
探偵小説の中のく監視権力＞－谷崎潤一郎「途上」におけ
る探偵と被疑者一
志賀直哉「雨蛙」論一く男＞たちのく美しい夫婦の物語＞
｢図書館幻想｣論一宮澤賢治における書記／読書行為の空間
構成一
立原道造「中間者」の誕生一「方法論」とオスカー・ベッ
カー『美の果無さと芸術家の冒険』性』を通して－
稲垣足穂『弥勒」論一「ショーペンハウエル随想録』をめ
ぐって－
大岡昇平『俘虜記』の創作方法一背景としての記録文学一
『沈黙』と時代一第二バチカン公会議を視座として－
＜誤訳＞のなかの真理一中国における『ノルウェイの森』
の翻訳と受容一
テクストにおけるクロス＝ジェンダード・パフォーマンス
－太宰治『女生徒』から篠原一『ゴージャス』まで－
文系学術論文における判断表現の使用実態（早川・古本・苗田・松下・岡沢）
Howtheexpressionsorjudgmentareusedinthe
academicpapersinthefieldofliberalarts
SachikoHayakawa，YUkoFurumoto，
TbshimiNoda，MichikoMatsushita
andTnkaoOkazaｗａ
AbstractThissmdyinvestigateshowsixexpressionsofjudgment（rokα"gaemlwer",m
AczJ"gae川ｒｏｏｍｏｗａ花r",ｒｏｏｍo",mje'w,ｄｎｍｏ）areusedintheacademicpapersinthree
joumalsofliberalarts（Ｍｈｏ"ｇｏ〃ｏＫｍＡｙ"",MAC"ｇｏ灯o"伽,Ｍﾉｶo〃KiMJjBL"zgak"）．
463instancesoftheseexpressionswhichappearedin30paperswereclassifiedbytwo
criteria；ｌ)whetherornotthejudgmentismadeoｎｇｒｏｕｎｄａｎｄ２)whatfUnctionthese
expressionshaveThefindingsareasfOllows：①Ｄａｍｏ,加伽ｇａｅｍだ'Woier"areused
withhighestfrequency.②62.996ofjudgmentismadeonｇround.③RegardingfUnction，
expressionsof'iarbitraryjudgmenti’appearedmostfrequently，ａｎｄｔｈｏｓｅｏｆ’ilogical
conclusionI1fO11ow．
④ThefUnctionof'Irephrasing''isrepresentedonlybyrojelw.⑤Frequencyofusediffers
fromonejoumaltoanotheMndthisdifferencereHectsthefeatureofeachfieldofstudy．
－２９－
